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MGS-250 NDIR（非分散型赤外線）は、広範囲の冷媒ガスを検出できる最先端の固定ガス検出器です。
MGS-250は、スタンドアロンで使用することも、コントロールやビル管理システム（BMS）に統合することも

できます。MGS-250は、継続的な監視が必要な場所で使用したり、既存のシステムにガス検出機能

を追加したりできます。
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MGS-250 NDIR冷媒ガス検出器は、ブロードバンド型または特定ガス型を選択できます。

広帯域ガス検知器（P / N 6401-0500）は、汎用の総漏洩検知器として使用され、工場でテスト
および認定されています。 表1に示す精度で（ガスに依存）、工場から出荷されます。 より正確な検出が必要な
場合は、工場で認定され、対象の冷媒に合わせて校正された特定ガス検出器モデルを利用できます。

広帯域ガス検出器は、冷媒ガスを図2に示す4つのグループに組み合わせます。
測定性能は、グループ内のすべてのガスの平均応答プロファイルに基づいています。

注意：校正ガスを使用し、セクション6で説明する調整手順を実行することで、より高い精度を実現できます。

表1：広帯域ガス検出器のガスグループと検出精度

グループ番号 パラメーター11の値 冷媒ガス種 出荷時の検出精度

1 パラメータ11とその他の設定手順については、S-5を参照してください。
2 精度は0〜1,000ppmの範囲に適用されます。
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各ガス固有のガス検出器（PN 6401-0501〜6401-0520）は、その特定のターゲット冷媒に合わせて
工場で調整されて出荷されます。 図3と表2を参照してください。
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注意； ガス固有の検出器は、フィールドで新しいターゲットガスに再校正できます。
 「出荷時」のターゲットガスとは異なる新しいターゲットガスを検出するときの精度を高めるには、第6章のオプションの
キャリブレーション手順を使用します。 図4の例を参照してください。

MGS-250は、標準アナログ出力(電圧および電流、表-4技術仕様参照）、標準アラームリレー、若しくはデジタル
Modbus RTU通信インターフェースを使って、リモートコントローラーに接続できます。

図-3　特定ガス検出器とパーツナンバー（P/N)　のパーツナンバー（P/N)欄を参照ください。
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ガス検知器の数とその場所を決定する上で絶対的な規則はありません。 ただし、いくつかの簡単なガイドラインが決定を下すのに

役立ちます。 ガス検知器は、エリアではなくポイントを監視します。 ガス漏れが検出器に到達しない場合、アラームは発信され

 ません。従って、ガス検知器の場所を慎重に選択することは非常に重要です。 メンテナンスのためのアクセスのしやすさも考慮

してください。

設置場所の広さと状態は、使用するのに最も適した方法を決定するのに役立ちます。 機械や工場の部屋で最も保護を必要とする

場所は、コンプレッサー、加圧貯蔵容器、冷媒ボンベ、貯蔵室、パイプラインなどです。 最も一般的な漏洩ポイントは、バルブ、

ゲージ、フランジ、ジョイント（ろう付けまたは機械的）、充填または排出接続などです。

仕様 説明

 

8



● 気流がほとんどまたはまったくない機械室では、設置場所のポイントは次のとおりです。
〇ポイント検出。ガス検出器は、コンプレッサー、膨張弁、機械的ジョイント、ケーブルダクトトレンチなど、最も
可能性の高い漏れの発生源のできるだけ近くに配置します。
〇周辺検知：ガス検知器がエリアまたは機器を完全に囲みます。

● ハロゲン化カーボンと炭化水素の冷媒は空気より重いガスなので、ガス検知器は地面の近く（床から
15〜45ｃｍ）に配置する必要があります。

注：ガス検知器は、ガス雲が形成されて検出されるように、高圧部品から十分離れた位置に配置する必要が
あります。 そうしないと、ガス漏れが高速ジェットで通り過ぎ、ガス検出器で検出されない可能性があります。
●くぼみ、階段の吹き抜け、および溝は、停滞したガスのポケットで満たされる可能性があるため、必ず監視
してください。
●冷媒ガス検出器が事前に取り付けられたラックまたはチラーの場合、これらはコンプレッサーを監視するよう
に取り付ける必要があります。
●強い振動を受けるパイプや構造物に直接ガス検知器を取り付けないでください。

冷凍・冷蔵室内では、ガス検出器は、ドアから離れた場所、蒸発器(エバポレーター）への還気流の側壁（頭の
高さより下が好ましい）、、または天井に配置し、蒸発器の真正面や直接の気流には配置しないでください。
複数の蒸発器がある大きな部屋では、乱気流が気流の混合を引き起こすため、2つの隣接する蒸発器間の
中心線にガス検知器を取り付ける必要があります。

小型の水冷または空冷の密閉型チラーユニットの場合は、ガス検出器を取り付けて、換気扇への空気の流れを
監視します。 大型モデルでは、コンプレッサーの下または隣接するエンクロージャー内にガス検知器も配置
します。密閉式空冷チラー、または可変冷媒量と可変冷媒流量（VRV / VRF）システムの屋外ユニットの場合は、
ガス検出器を取り付けて、抽出ファンへの空気流を監視します。
大型ユニットでは、コンプレッサーの下または隣接するエンクロージャー内にガス検知器を配置します。

手に持った状態でハウジングを開くには、マイナスドライバを使用して上部のラッチを押します。 ラッチを押し
ながら、ラッチの近くにあるハウジングの後端をつかみ、後ろに引きます。
取り付けたら、適切なドライバーまたは他の平刃で上部のラッチを押すだけで、ハウジングが開きます。
上部のラッチを押し下げた状態で、側面をつかんでまっすぐ引き抜いて、ハウジングを引き離します。
ハウジングを分離すると、端子台付きの取り付けベースが見えます。 図5を参照してください。

  

  

手順 設置　手順
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MGS-250を配線および構成する前に、次の条件が満たされていることを確認してください。
●MGS-250バックプレートが適切な場所に取り付けられている
●カバーパネルが取り外されている。
取り付け後にカバーパネルを再度取り付けた場合は、適切なドライバーまたは他の平らな刃で上部のラッチ
を押してガス検出器の筐体を開きます。 上部のラッチを押し下げた状態で、側面をつかんでまっすぐに引き出し、
ハウジングを引き離します。 カバーパネルを閉じる時は、位置を合わせ、押して閉じます。

24 VACまたは24 VDCのいずれかを使用して、MGS-250に電力を供給できます。
配線を適切な端子位置に接続します（表5を参照）。
14〜22 AWGの2本のワイヤを使用します。 AC配線（左）およびDC配線（右）については、図8を参照してください。
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MGS-250は、検出されたガスのレベルに比例するアナログ出力信号を出力します。

2本の18〜20 AWG線材を端子ブロックの端子番号5および6に接続し（図10を参照）、表6に従って接地と信号
極性に注意してください。
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アラーム設定値は、MGS-250のフロントパネルからプログラム（設定）できます。 
検知されたガスレベルが警報設定点を超えると、MGS-250はアラーム（警報）状態になります。
内蔵のリレーはアラーム状態に関連付けられているため、MGS-250の現在のアラームステータスに
基づいて外部機器をアクティブ（または非アクティブ）にすることができます。
アラーム設定値は、MGS-250のフロントパネルからプログラムできます。 
検知されたガスレベルが警報設定点を超えると、MGS-250は警報状態になります。 オンボードリレーは
アラーム状態に関連付けられているため、MGS-250の現在のアラームステータスに基づいて外部機器
をアクティブ（または非アクティブ）にすることができます。

18〜20 AWGのワイヤーを使用して端子ブロック位置10、11、および12（図11を参照）にリレー接続（NO、NC、
またはその両方）を接続します。
表7に従って、ノーマルオープン、ノーマルクローズ、および共通のコネクタに注意してください。
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システムにModbusネットワークが含まれている場合は、18〜24 AWGのシールド付きツイストペアワイヤー
（120Ωの特性インピーダンス）を使用して、端子台の7および8にネットワーク線（RS-485 AおよびRS-485 B）を
接続します。（図12を参照） 、表-8に従って反転B（-）および非反転A（+）信号コネクターに注意してください。

MGS-250がRS-485ネットワークの終端にある場合は、必ずPCB(プリント基板)のRS-485終端器を”IN”に設定
 してください。これは、RS-485プロトコルの要件に従って、ワイヤの端に終端抵抗を適用します。 
他のすべての設置条件では、ターミネータを”OUT”に設定する必要があります
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ベースが取り付けられ、すべての配線が完了したら、ガス検出器のハウジングを位置合わせし、ベースに
押しこみます。 ガス検知器が所定の位置にカチッとはまり、すべての電気接続が完了します。 
上部と下部のスナップロックがかかっていることを確認します。

 
電源を入れると、MGS-250は2〜5分の最初のウォームアップ時間後にガスの存在を検知します。 
ウォームアップ中、緑色のLEDが1秒間隔で点滅します。
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ガス検知器が安定すると、電源LEDの点滅が止まり、点灯し続けます。 
 Bacharach社は、1時間の安定期間の後、MGS-250を手動(マニアル）でゼロ調整することをお勧めします。 
冷凍庫システムの場合、この安定期間を3時間に増やします。
ガス検知器を手動でゼロ調整するには、上（UP）ボタンと下（DOWN）ボタンをを同時に5秒間押し続けます。
ガス検知器がビープ(電子）音を発し、ゼロ調整が完了するとディスプレイに「zEro」と表示されます。 
温度の変化が速すぎる場合、またはアクティブなアラーム条件が存在する場合は、ディスプレイにfAiL(失敗）が
表示されます。 さらに、特定のシステム障害（F.-08、F.-10から14、またはF.-16）により、手動ゼロの実行が
妨げられます。

アラーム(警報)中は、次のようになります。

項目 アラーム(警報)中の状態
Green(緑色）LED On（点灯）
表示 On(点滅）、検出した濃度（ppm）を報告
アラーム（警報）音 On（設定している、そしてプログラムした遅延が終了している場合）
リレー出力 On(励起）；工場出荷設定の場合（全てのプログラム遅延が終了後）
アナログ出力 ガス濃度に比例して変化します。
Modbusレジスタ レジスタは、アラーム状態、ppm濃度などを示します。

概要

ガス検知器には、2つのレベルの障害監視が組み込まれています。
●ノンクリティカル（非重大）
●クリティカル（重大）
ノンクリティカル（非重大）故障

非重大な障害は、通常、たとえば霜取りサイクル後にガス検出器の周囲を安定させることによって回復します。
 ガス検知器は、致命的ではない障害の間、周囲を監視し続けますが、不正確な測定値を報告する場合が
あります。以下は、重大ではない障害状態が存在する場合に発生します。

項目 ノンクリティカル非重大故障時の状態
Green(緑色）LED On（点灯）
表示 適切な障害コードを表示します
アナログ出力 通常操作
Modbusレジスタ Modbusレジスタは、故障状態を示します。

クリティカル（重大）故障

クリティカル（重大）な障害は、回復不可能な状態を示している可能性があります。 詳細については、S-8を参照
してください。 重大な障害状態が存在すると、次のことが起こります。

項目 　クリティカル（重大）故障時の状態
Green(緑色）LED Off（消灯）ガス検出器がOFFであることを示します。
表示 適切な障害コードを表示します

4-20ｍA　出力　 2ｍAに変化
アナログ出力 1-5V　出力　 0.5Vに変化

2-10V　出力　 1Vに変化
Modbusレジスタ Modbusレジスタは、故障状態を示します。

☆ MGS-250　ユーザーマニュアル（2/2）に続く。
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